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「閉塞性動脈硬化症」のはなし

しばらく歩くと足がだるい…
　「最近、しばらく歩くと足がだる
くて歩けなくなる…でも、しばらく
休むとまた歩けるようになる」
　こんな症状の方はいませんか？
これは「間
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」と呼ばれる
症状で、足の血管が狭くなったり
詰まったりして起こる「閉塞性動
脈硬化症」という病気の特徴的な症状です（※）。
　この病気はその名の通り、血管の動脈硬化によって
生じるもので、近年、高齢の方と生活習慣病患者の増
加に伴って患者数が増えています。
　糖尿病や高血圧、高脂血症の方や喫煙歴のある方
など、動脈硬化になりやすい要因をお持ちの場合は特
に注意が必要です。
　初期には足の冷感やしびれ感のみですが、進行する
と前述の間欠性跛行が出現します。放置すると安静時
にも足が痛くなり、さらには、小さな足の傷が治らず重
症化（壊

え

疽
そ

）してしまう事態にもなりかねません。診断
や治療が遅れると、足の切断という結果を招く患者さま
もいます。

簡単にチェックできます
　この病気は比 較的簡単に
チェックすることができます。足
の血管の触診に加えて、「ABI検
査」と呼ばれる、両手足の血圧を
測定する検査を行うことが第一歩
となります。その検査で異常が見られれば、エコー（超
音波）検査やCT検査を行って、血管の狭

きょう

窄
さく

や閉塞が
どの部位にあるのか、細かく調べていきます。

今回は「閉
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動脈硬化症」について

弥栄病院の角谷先生に聞きます。

　治療については、運動療法や薬物療法に加え、最
近では体への負担が少ないカテーテルによる血管内
治療が広く行われています。

検査から治療まで行えます
　弥栄病院では、平成28年秋から心血管カテーテル
検査室を完備。CT検査装置も最新のものが導入さ
れ、「閉塞性動脈硬化症」に関する検査から治療ま
でを一貫して行うことができるようになりました。カ
テーテルによる血管内治療も数日間の入院で実施可
能です。
　もしも「間欠性跛行」の症状があるようなら、一度
ABI検査を受けることをお勧めします。
　また、閉塞性動脈硬化症について気になる方は、
いつでもご相談ください。

地域医療の現場から
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症」で
も同様の症状を生じるため、ABI検査によって鑑別
することが大切です。腰部脊柱管狭窄症が疑われる
場合は、整形外科にて対応します。

1. ダメと言わない工夫をしましょう
　「できない子」と決めつけられたり、間違った事
をした時に「そんなことをする子は嫌い」と否定
されるような接し方を経験してきた子どもは、自
分は愛されていない、必要とされていない人間な
のかもしれないと思ってしまいます。
　やってはいけない
事、しなければいけ
ない事など、はっき
りと伝える必要があ
りますが、「ダメ」と
一言で済ますのでは
なく、どうすれば良
いのか具体的な手段
を伝えるように心掛
けましょう。

2. 自分でできた達成感を積ませましょう
　おしっこを我慢できた、苦手
なニンジンを食べられた、一人
で着替えができるようになっ
た、ハサミを使えるようになっ
たなど、小さな達成感が自信に
なり、その積み重ねが自己肯定
感を育みます。

3. 頑張りを認めましょう
　たとえ成功に結びつかなくても頑張った過程を
認め、しっかりと褒めることが大切です。自分の
頑張りを見てくれているのだと安心し、それが自
信につながります。失敗を乗り越え、次の挑戦に
向かう勇気を持つことができます。
　
4. 子どもの話を真剣に聞きましょう
　子どもが何かを話
しているときは、途
中で口を挟んだり、
テレビやスマホを見
たりせず、最後まで
話を聞きましょう。
受け止めてもらえる
存在があると実感
し、心の支えになり
ます。

5. 感謝の気持ちを伝えましょう
　お手伝いなど、少しでも子どもが良い事をして
くれたら「ありがとう！助かったよ」と感謝の言
葉を伝えましょう。「ありがとう」の言葉は、人
から必要とされていると感じられ、自然と自分に
存在意義を持てるようになります。
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愛されているという実感、やればできるという自信が自己肯定感を高め、心の土台になります。
親子の触れ合いを通して、心の土台を育んでいきましょう。
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　「自分は生きる価値がある、誰かに必要とされて
いる」と、自らの価値や存在意義を肯定できる感情
のことをいいます。
　自己肯定感の高い子どもは、何事にも強い心で
挑戦したり、人に優しく親切に接したりすること
ができるので、多くの人が周りに集まり、支えられ
て生きていくことが多い傾向にあるようです。逆
に自己肯定感が低いと、自分に自信が持てず、失敗
をしたくないからと挑戦することを避けるように
なり、非行の原因になるとも言われています。

　自己肯定感は褒められる経験を通して育ってい
きます。子どもの問題行動に注目すると叱ってし
まうことが多いものですが、良い行動に注目する
と褒めることがたくさん見えてきます。子どもの
行動を捉える視点を少し変えてみるだけで、良い
サイクルが生まれてきます。

自己肯定感を高める接し方のコツ

自己肯定感とは

子どもの「良い行動」に注目
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